
観
察
地
点
は
、
国
道
20
号
と
外
苑
東
通
り
が

交
差
す
る
「
四
谷
三
丁
目
交
差
点
」。
国
道
20

号
線
側
は
片
道
４
車
線
、
外
苑
東
通
り
側
は
片

道
３
車
線
の
大
き
な
交
差
点
で
あ
り
、
両
方
向

と
も
直
進
レ
ー
ン
、
右
折
レ
ー
ン
お
よ
び
左
折

レ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
交
差
点
を
右
折
し
よ
う
と
す
る
ク
ル
マ

は
、
信
号
が
「
青
」
ま
た
は
信
号
が
「
赤
」
で

「
右
折
可
矢
印
（
青
）」
の
と
き
に
右
折
が
可
能

だ
。「
右
折
可
矢
印
」
で
右
折
で
き
る
時
間
は

国
道
20
号
線
側
が
16
秒
、
外
苑
東
通
り
側
が
10

秒
で
あ
る
。
１
回
の
「
右
折
可
矢
印
」
で
右
折

で
き
る
ク
ル
マ
は
、
国
道
20
号
線
側
が
約
９
台
、

外
苑
東
通
り
側
は
約
６
台
と
考
え
ら
れ
る
。

１
時
間
の
観
察
の
結
果
、「
右
折
可
矢
印
」

が
消
え
て
か
ら
赤
信
号
で
右
折
を
行
な
っ
た
ク

ル
マ
は
国
道
20
号
線
側
が
55
台
、
外
苑
東
通
り

側
が
83
台
の
合
計
１
３
８
台
で
あ
っ
た
。
違
反

車
両
の
多
く
は
、
前
車
に
続
い
て
交
差
点
に
入

っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

赤
信
号
に
変
わ
っ
て
い
た
。
信
号
が
赤
に
変
わ

っ
て
か
ら
交
差
点
に
進
入
す
る
ク
ル
マ
も
あ

り
、
加
速
し
な
が
ら
強
引
に
突
っ
切
る
と
い
う

例
が
見
ら
れ
、
か
な
り
危
険
に
思
わ
れ
た
。

交
差
点
は
事
故
の
多
発
地
帯
だ
。
市
街
地
で

は
、
交
差
点
付
近
を
含
む
交
差
点
で
の
事
故
が

６
割
近
く
を
占
め
る
（
平
成
11
年
度
版
交
通
統

計
）。
交
差
点
で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
大

事
故
と
な
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
特
に
注
意
が
必
要
な
地
点
で
あ

る
。多

く
の
交
差
点
で
は
、「
青
・
黄
・
赤
」
の

灯
火
に
よ
る
信
号
機
が
交
通
の
流
れ
を
制
御
し

て
お
り
、
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
信
号
を
守
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る
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
交
通
量
が
多
い
大
き

な
交
差
点
で
は
、
赤
信
号
点
灯
中
に
表
示
さ
れ

る
「
青
色
の
灯
火
の
矢
印
」
に
よ
り
右
折
・
左

折
・
直
進
を
行
な
う
箇
所
が
あ
る
の
だ
が
、
赤

信
号
に
な
っ
て
交
差
点
に
進
入
す
る
違
反
車
両

も
少
な
く
な
い
。

都
心
の
交
通
量
の
多
い
交
差
点
（
右
折
矢
印

信
号
付
き
）
で
、
右
折
す
る
ク
ル
マ
を
観
察
し

た
。
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観
察
中
の
１
時
間
、「
右
折
可
矢
印
」
の
点

灯
回
数
は
外
苑
東
通
り
で
26
回
。
う
ち
24
回
は

赤
信
号
で
右
折
し
た
ク
ル
マ
が
観
察
さ
れ
（
１

台=

９
回
、
２
台=

９
回
、
３
台=

６
回
）、
ほ

ぼ
毎
回
赤
信
号
で
も
右
折
す
る
ク
ル
マ
が
あ
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
国
道
20
号
線
側
で
も
26

回
点
灯
し
た
が
、
う
ち
14
回
は
赤
に
変
わ
っ
て

か
ら
右
折
し
た
ク
ル
マ
が
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
交
差
点
で
は
、
赤
信
号
に
な

る
と
同
時
に
も
う
一
方
が
青
信
号
に
な
る
た

め
、
隣
の
信
号
を
見
て
見
切
り
発
車
し
た
と
思

わ
れ
る
ク
ル
マ
が
交
差
点
内
で
接
触
し
そ
う
に

な
り
、
激
し
く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
る

と
い
う
光
景
も
再
三
見
受
け
ら
れ
、
急
ブ
レ
ー

キ
で
停
車
し
た
ク
ル
マ
も
４
台
ほ
ど
確
認
さ
れ

た
。
右
折
レ
ー
ン
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
を
行
な
う
ク

ル
マ
が
あ
り
、
後
続
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
右
折
時
に
携
帯
電
話
を
使

用
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
何
人
か
見
か
け
た
。

「
右
折
可
矢
印
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

直
進
し
た
ク
ル
マ
も
１
台
い
た
。

一
方
で
、
赤
信
号
に
な
る
の
を
予
測
し
て
早

矢
印
信
号
が
あ
る
交
差
点
で
の

ク
ル
マ
の
右
折
状
況
は
？
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ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
交
差
点
に

飛
び
込
ん
で
く
る
ク
ル
マ
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
鉄
則
で
あ
る
。「
右
折
可
矢
印
」
で
右

折
を
行
な
う
場
合
、
実
際
の
と
こ
ろ
「
ま
だ
大

丈
夫
だ
ろ
う
」「
行
け
る
か
も
知
れ
な
い
」「
行

っ
て
し
ま
え
」
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が

ち
で
、「
強
引
に
」「
無
理
に
」
通
過
し
て
い
る

ク
ル
マ
が
多
い
よ
う
だ
。
自
分
の
都
合
だ
け
し

か
考
え
な
い
わ
が
ま
ま
な
姿
勢
が
、
重
大
な
事

故
に
発
展
す
る
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。
交

差
点
に
限
ら
ず
混
合
交
通
下
で
は
決
し
て
無
理

せ
ず
初
心
に
戻
り
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
お
互

い
を
思
い
や
る
心
を
も
っ
た
運
転
が
大
切
で
あ

る
。

●
右
折
可
の
矢
印
の
あ
る
交
差
点
で
右
折
す
る
ク
ル
マ
を
観
察
す
る

●
●
●PROPOSE

自
分
の
勘
や
判
断
に
頼
ら
ず

周
囲
に
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
　

め
に
減
速
、
確
実
に
停
車
し
た
ク
ル
マ
は
２
台
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
い
ず
れ
も
壮
年
だ
っ
た
。
交
差

点
内
に
ク
ル
マ
が
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
例
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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●赤信号で右折可の矢印が消えてから進入したクルマ（台）

行き先

乗用車

商用車
（内タクシー）

二輪車
（原付含む）

計

国道20号 外苑東通り

計
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